
熟

読
.

職
争

ご
文
化
(
】
)

、戦

争

亡

文

化

.

(
=

鑑
入
巻

(笙

號

一
入
)

悉

一

嘗

田

保

、

馬

`

暇
孚

の
文
化
に
及

ば
ず
影
響
を
藪
に
論
じ
て
見
た
い
ご
思
ふ
。
従
来
屡
論
及
せ
ら
れ
な
る
問
題

で
は
あ

る
が
全

世
界

の
大
戦
働
も
終
を
告
げ
列
国
は
今
其
総
勘
定
に
忙
し
い
時
期

に
於
て
は
響
け
れ
ざ
も
な
ほ
新

し
い
問
題
穴
る

を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。

.

本
論
に
入
る
に
先
ち
て
、
戦
争

遠
交
化
と
の
意
義
を
明
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

ふ
。
併
し
此
中
戦
争
の
意
義

に
就
い
て
は
少
く
ご
も
肚
會
學
上
に
は
困
難
な
る
問
題
が
な
い
。
な
y
文
化
の
肚
會
學
的
意
義
如
何
、
及
び
之
に

一
附
随
し
て
文
化
爽
達

の
意
義
如
何
は
少
し
く
考
察

を
加
ふ
る
必
要

が
あ
る
。
之
に
關
し
て
は
種
々
な
る
異
論
も
起

　
ド

…
触
得

る
事

と
は
信
で

る
が
、吾
人
の
所
信
を
筋
輩
に
言
明
す
る
ご
次
の
如
く
で
あ

る
。
丈
銘
と
は
人
間
が
其
努
力

の

結
果
と
し
て
作
り
上
げ
な
る
事
象

の
縮
艦
を
云
ふ
。
此
文
化

の
特
質
は
そ
が
生
れ
出
で
た
る
も

の
に
非
す
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
だ
る

一
黙
に
存
す
る
。
生
物
叉
は
未
だ
文
化
を
生
ぜ
ざ
り
し
吾
人

の
遠
耐
の
有
す
る

一
切
は
自
然

で

一
あ
る
、
自
然

ご
は
享
受
者
自
身

の
白
綾
的
活
動
を
俟

つ
事
無
く
し
て
存
在
す
る
事
象
の
総
騰
を
云
ふ
に
外
な
ら
な

　.

い
・蜘
蛛
の
綱
の
巧
妙
・
蟻
の
肚
會
組
織
の
篠

・鳥
類
の
乗
婁

固
は
如
何
に
も

克

人
頬
袋

些

・響

同
じ一

㎝
く
し
て
居

る
様

に
見
え
る
け
れ
ざ
も
、
そ
は
是
等
の
生
物
が
有
機
的
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
盲
目
的
活
動
に
よ
り
て

形
成
せ
ら
れ
、
從
ひ
て
何
等
彼
等

の
口
凌
的
有
意
的
努
力

の
結
果
に
非
す
ご
見
ら
る
る
限
り
、自
然
に
題
し
て
文
化

[

圃



、

…
に
は
厨
し
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
人
類
進
化

の
甥
時
期
に
及
び
吾
人
の
漠
祀
は
軍

に
與

へ
ら
れ
亙
る
自
然
に
黝
し

一
て
受
動
的
な
る
適
懇
を
遂
ぐ
る
に
止
ま
ら
す
、
自
己

の
意
識
を
獲
動

の
根
基
こ
す
る
自
嚢
的
努
力
に
よ
り
て
種

々

,

薪

な
藁

筆

創

造
し
始
め
た
・
而
し
て
此
努
力
は
不
漸
掻

練
せ
ら
れ
創
造
せ
ら
嚢

・
輩

は
籍

し
て
共

編

膿
が
今
日
の
文
化
を
成
す
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
勿
論
吾
人

の
活
動
叉
は
努
力

に
し
て
何
等
か
の
刺
激

に
封
ず　

…
る
反
慮

で
無

い
も

の
は

な
い
、
從

ひ
て
自

獲
的

な

な
努

力

ご
云

ふ
も

、
究

局
は

一
の
比

喩
的
意

義

を
有
す

る
に
止

一
る
も

の
で
あ
三

従
ひ
て
自
露

な

る
努
力
五

面
よ
り
見
れ
ば
刺
激
に
封
ず
ろ
反
響

し
て
因
果

の
連
鎖
に
よ

り
生
れ
出
で
穴
る
も

の
に
外
な
ら
す
、此
努
力

の
結
果
も
亦
生
れ
出
で
な
る

一
.の
自
然
で
あ
る
。
た
～
或
事
象

の
贋
.

…
櫨
を
認
む
る
事
に
よ
り
て
此
事
象

の
實
現
の
爲
に
活
動
す

る
此
反
慮

の
み
を
、
特

に
高
機
的
な
る
努
力

ご
云
ふ
。

か
く
て
丈
比

倣
其
償
値

の
駕
に
實
現
せ
ら
れ
旋
る
事
象
で
あ
る
、
債
値
を
離
れ
て
考
ふ
る
特
車
な
る
自
然
ご
化
す

一
る
)
而
し
て
な
ほ
眼
を
轄
じ
て
見

る
に
、生
物
は
何
等
の
文
化
を
有
せ
で
し
て
共
個
艘

ご
種
族
こ
の
生
存
を
持
続
せ

「

め
て
居

る
。
蓋
し
、
輩
純
な
る
生
存
即
ち
生
物
的
生
存

の
爲
に
は
冬

自
然
を
以
て
足
り
何
等
文
化
あ
る
事
を

要
し
な
い
。
從
ひ
て
吾
人

の
文
化
は
生
物
的
生
存
即
ち
厳
密
な
る
必
要
以
上

の
成
物
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
.ば

.

そ
は
贅
澤
で
あ
り
、
飴
剰
で
あ
る
。
勿
論
文
化

と
飴
剰

こ
の
聯
絡
は
論
理
的
に
必
然
な
り
ざ
は
云
ひ
得

な
い
、
.詳

.

言
ず
れ
ば
、
文
化
は
常
に
必
申
し
も
絵
剰
な
り
&
は
云
は
れ
な
い
事
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
人
類

の
或

…
部

の
も

の
＼
生
存
が
僅
に
文
化
に
よ
り
て

の
み
支
持
せ
ぢ
る
N
事
が
考

へ
得
ら
る
」
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

計
各
日獲
達

の
過
土
ハ
の
大
勢
か
ら
云

へ
.ぱ
、
文
化
は
即
ち
餓
剰
な
り
ε
見
る
も
差
支
無
き
事
ヒ
信
守
る
。
文
化
は
此

皿
の
如
、
入
間
努
力
。
董

ε
し
て
作
り
上
げ
ら
嚢

る
簗

の
謹

で
あ
る
が
此
灘

を
組
立
て
＼
居
る
一
諾

一
論

説
.

戦
争

ピ
衣
化

(
;

〆

`

第
八
巻

〔錦

一
號

【
九
)

一
塊

・

'



一

.

論

説
.

塾

ピ
文
化
三

、

莫

巻

璽

號

二
9

一
δ

・

-

繁

を
宴

化
内
容
鵜

・
輩

.
髪

化
馨

壁

徳

人
の
藏

内
揺

す
る
・心
理
的
の
あ

に
讐

る
可

ぎ

や
、
慶

然
ら
す
し
て
そ
れ
昴

の
も
・
を
含
む
や
叢

後
者
2

に
限
・
奇

き
や
は
問
題
の
存
し
得
る
所

青

号

。
地
黒
に
關
し
て
は
從
來
の
畢
書

意
最

直

毛

あ
・
が
、
吾
人
は
今
理
論
の
構
成
上
表

化
内

…

蕎

意
撃

奪

の
も
の
の
羅

分
に
限
る
必
要
を
認
め
な
い
。
從
ひ
菱

化
馨

は
次
の
二
熱

の
も
の
各

一
む
。

一
は
吾
人

の
.心
理
的
内
容
及
び
之
に
伴
隠
す
る
動
作
に
し
て
人
爲
を
ま
ち
て
成
立
し
從

ひ
て
贋
旗
を
認
め

ら

　」費

も
の
で
あ
っ
て
、
宗
藪
、
科
學
、
藝
術
、
哲
羅

吉

言
語
、
道
徳
、
法
律
、
習
慣
、
風
俗
等
の
内
容
に
及

皿
ぶ
。
他
は
外
界
の
霧

に
し
て
而
も
人
間

の
努
力
を
加

へ
ら
巽

・
餐

繕

値
を
掌

る
窒

れ
る
も
の
で
あ

う

て
、
所
謂
脛
欝

財
は
殆
喜

之
に
孕

る
。
蔭

此
他

第
三
の
種
饗

し
で
肚
霜

織
を
謬

可
き
創

意

ふ
.
こ
塞

動
・
動
隼

・
人
・
の
集
團
・こ

て
羅

・
し
て
雛

界
・
在

す
嘉

如
く
に
も
考

へ
ら
る

　
ナ

一
る
。
し

か
し
、
此

組
織

も
仔

細
に
分
析

す
れ

ば
人

々
相
互
間

に
螢

ま
る

玉
心
理
的
活

動

の

「
定
様
式

よ

り
成

り
立

づ
標
で
あ
る
。
從
ひ
て
、
前
掲
三
鷹

の
何
鷲

轟

縁
を
有
す
擦

一歩

・
が
・
結
合
せ

る
今

の
有
罐

共

物

が
鰹

を
有
せ
ざ
る
黙
に
於
て
郷
欝

雪

景

・
、
人
・
の
結
合
芸

綜
合
禦

聾

し
て
の
熱

其
物
、が

濫

蔓

碧

砦

黙
に
於
て
.揮

髪

化
内
§

異
な
る
様
舞

へ
ら
雪

・
從
ひ
て
此
肚
曾
祖
欝

第
三
種

の
文
化
内
察

し
て
翠
ぐ
巫

言・で
は
な
か
琴

か
。
但
し
、

一
・
の
葎

、
慣
習

道
馨

を
離
れ
て
は
・
肚
會
.

組
織
ご
云
ふ
蕩

も
簾

・
も
・
差

・
了
・
事
書

へ
・
・
、
姦

・
糞

に
於
て
は
・
心
置

質

的
の
二

積

安

化
内
容
を
充
分
に
留
意
す
れ
ば
、
此
馨

羅

を
嘉

し
て
も
別
に
委

星

じ
な
い
一で
あ
ら
う
・

琵

及
姿

化
内
容
の
意
謹

上
に
述
べ
盗

り
で
あ
る
が
、
之
に
鑑

レ
て
・
餐

婆

化

の
鍵

ご
は
何



.

.ぞ
や
邑
票

事
か
問
題
と
馨

。
此
限
腕
の
答
解
を

;
足

し
て
麗
せ
蒙

ら
ば
、
文
化
陪
審
の
増
加
於
郎
ぢ
炎
.

　
化

の
獲
達

で
あ
る
と
云
ひ
た

い
。
文
化

の
機
運

ご
云
ふ
腓
は
何
人
も
文
化

内
容
に
改
善
攣
革
の
行
は
る
Σ
事
ご
考

　へ
付
く
で
あ
ら
う
、、
加
之
全
然
新
し
き
文
化
内
容

の
創
造
も
亦
文
化

の
獲
達
を
意
味
す

る
事
に
疑
問

の
飴
地
は
あ

る
ま

い
。
か
く
考

へ
凍
れ
ば
、
　久
化

の
獲
達
は
こ
れ
、
既
存

の
文
化
内
容

の
攣
政
、
未
だ
存
せ
ざ
り
し
文
化
内
容

あ

創
造
添

加
.の
二
事
に
外
な
5
ぬ
ご
考

へ
ら
る
＼

(例

へ
ば
宗
教

砂
獲
達
は
螢
來

の

　
宗
派
叉
は

薮

義

に
更

に

一用向
き

一
宗
派

叉

は

一
教
義

の
代

る
票
か
、

さ
も

な
け
れ

ば
此

嘗
き
も

の
ご
相

並

び
て
全
然
新

し
き
宗
派
激
義

の
獲

…
生
す
・
著

者

へ
ら
・
・
)
。
然
讐

も
、
既
存

の
文
化
内
容

憂

改
は
如
何
に
し
て
行
は
を

か
と
云
ふ
籍

し

　
き
文
化
内
容

の
創
造
せ
ら
れ
そ

の
爲
に
概
存
の
も

の
が
存
在
す
る
必
要
を
失
ふ
が
故
で
あ
る
、
從
ひ
て
此
愛
改
も

結
局
は
文
化
内
容
の
増
加
の

「
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
そ
が
増
加
し
て
も
既
存

の
内
容

を
逐
斥
せ
ざ
る
時

に

は
之
ど
相

な
ら
び
て
共
存

し
、
云
は
ゴ
全
然
新
し
き
文
化
内
容

の
添
加
の
場
合
を
實
現
す
る
。
か
く
見
摩
れ
ば
v

工
久
化

の
獲
蓮
ご
云
ふ
事
は
詮
ず
る
所
文
化
内
容
の
増
加
に
外

な
ら
蹟
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
文
化

の
獲
達
に
は

.

な
ほ
他

の

「
面

の
存
在
す
る
事
を
忘

れ
て
は
な
ら
鳳
。
友
化
内
容

の
増
加
ご
云
ふ
の
に
、
云
は
罫
そ

の
性
質
駒
方

商

で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
雰

量
的
方
面
は
何
物
を
意
味
す
る
か
。
そ
の
答
は
極
め
て
璽

で
あ
る
、

】
あ

文
化

…
内
容
を
支
持
す

る
人
数
の
増
加
即
ち
こ
れ
文
化
獲
達

の
分
量
的
方
面
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
文
化
内
容
は
何
等
其

敷
に
於
て
増
加
す
る
事
な
く
ε
も
、
既
存

の
内
容
が
其
支
持
者

の
激
を
増

す
票
が
あ
る
、
此
時
は
文
化

の
装
達
が

・

雇

質
的
方
面
に
認
め
ら
れ
な
い
が
激
量
的
方
面
に
於
て
存
す
る
。
既
存

の
文
化
的
宕
が
其
支
持
者

の
薮
に
於
て
何

一
等
増
加
を
見
す

ε
も
、
新
内
容
に
よ
り
て
取
り
代
ら
ゐ
恨
事
が
あ
る
、
此
時
文
化
獲
達
は
性
質
的
方
面
に
存
し
て一

…
輪

読

戦
、争

建

文
化

(
「
)

第

八
巻

(第

一
耽

一
　
一
)

二

一
.

旨
.

鮨



一
講

説

職
事
ご
文
化
(
一
)

錦

入
梅

(錦

「
號

二
二
)

二
二

一一分
量

的
方
面

に
存

し
な

い
。
な

獄

↓
般

の
場
合

ご
し
て

は

二
方
.面

に
於
け

る
獲
達

が
相

な
ら

び
存
す

る

の
を
見

る

一
の
で
あ

る
。

二

」
.

一
戦
孚
、
文
化
、
文
化
獲
達

の
意
義
に
し
て
略
ぽ
明
な
る
事
を
得
ば
、
吾
人
は
藪
に
當
面
の
問
題
に
進
む
事
が
で
き一

一
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
戦
争

の
獣
化

に
及
ぼ
す
影
響
如
何
ご
云
ふ
此
問
題
は
畢
竟
戦
争
が
文
化

の
殿
達
即
ち
文
化

一

丙

容

の
増
加
を
助
長
す
る
か
、
叉
は
然
ら
事
し
て
阻
碍
す
る
か
と
云
ふ
事
に
露
着
す
る
。
併
し
な
が
ら
此
の
如
く
に

見
て
も
此
問
題
は
決
し
て
簡
翠
な
る
も

の
で
は
な
い
、
簡

単
で
な
い
ご
云
ふ
の
は
戦
争

の
行
は
る
る
場
合
に
κ
り

文
化
内
容
の
増
加
に
及
ぼ
†
影
響
も
極
め
て
雑
多

で
あ
り
、
從
ひ
て
概
括
的

な
る
答
解
を
與

へ
難
い
か
ら
で
あ
る

…
先
づ
文
化

の
極
め
て
低
級
な
る
状
態
に
於
け

る
戦
争

ご
文
化

の
充
分
に
凝
達
し
な
る
今
日

の
交
明
國
間
に
於
け
る

戦

争

ご
は
其
丈
化
独
達

の
上
に
及
ば
ず
作
用

に
著

し
き
相
違
が
あ
グ
、
多
く

の
畢
盾
は
此
作
用

の
方
何
が
全
然
相

反
封
し
て
居
る
と
ま
で
に
考

へ
て
居

る
。
勿
論
文
化
顎
達

の
あ
ら
ゆ
る
無
期

に
就

い
.て
當
面
の
問
題
を
考
察
す
可

逆
で
あ
み
が
、
吾
人
は
叙
述
を
冗
長
な
ら
↓
め
ざ
ら
ん
が
爲
に
、考
察
を
投

獄
文
明
國
間
に
於
け

る
職
事
に
の
み
限

肩

し
春

意

ふ
。
次
に
発

、
軍
髪

明
國
問
に
於
け
・
馨

の
み
続

い
て
見
て
も
、
拳

の
葉

に
告

一
乗
る
相
互
の
關
係
は
極
め
て
雑
多
で
あ
る
。
統
計
學
者
の
所
謂
結
果

の
複
数

の
事
實
が
明
白
忙
現
は
る
㌧
事
此

の

.

如
き
は
肚
會
學
的
事
象
に
於
て
甚
だ
稀
で
あ
る
。
伺
じ
戦
争
の
結
末
で
あ
り
な
が
ら
、
.或
時
は
双
方
の
反
戚
が
職

…
前
以
上
に
高
ま
る
事
も
あ
ら
う
、
或
場
合
に
は

一
国
が
他
国
に
屈
服
し
て
從
幽
晦
地
位
に
立

つ
事
と
な
り
、
其
間

"
域
程
度

の
新
し
き
統

一
を
見

る
事
も
あ
ろ
う
。
叉
は
然
ち
ざ
る
ま
で
も
、
雨
降
り
て
地
固
な
り
、
双
方
の
撤
謝

幽



一

.の
禽

馨

的
活
動
に
放
散
し
去
り
て
暫

霜

的
交
通
の
程
度
を
加
へ
る
に
至
・
事
も
あ
ろ
う
義

争
に
附
随

一
し
来

る
事
情

の
如
何
に
恋

じ
て
此
結
末

の
状
態
は
雑
多

で
あ
る
可
き
筈
で
あ
る
。
或
は
次
の
如
く
考

へ
る
も
の
が

…
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
職
事

は
元
来
激
烈
な
る
敵
野
駒
活
動
で
あ
る
、
故

に
眞
結
末

と
て
も
原
則
ご
し
で
は
此
敵

.

封
關
係
の
残
存
ご
見

る
可
き
で
は
な
い
か
、
其
他

の
結
末
状
態
は
附
随
的
事
情

の
作
用
に
よ
り
て
生
す
る
副
次
的

…

の
も

の
に
過
ぎ
ま
い
と
。
併
し
吾
人
は
此

の
如
く

】
概
に
考

へ
去
る
を
欲
し
な
い
。
.勿
論
敵
対
關
係
が
戦
後
に
存

…
締
す

る
事

の
多

い
の
は
事
實

で
あ

る
。
然

し
な
が
5
、
之
は
戦
争

が
徹
数
的
活
動
で
あ
る
事
よ
り
來

る
必
然

の
結

果
で
は
な
い
。
戦
争
其
物
は
激
烈
な
る
反
封
の

一
形
態

で
あ
る
輝
v
此
.反
封

の
結
果
と
し
で
生
じ
來
る
就
曾
的
關

一
係
は
禁

・し
も
反
灘

限
ら
な
い
。
例

へ
ば
結
合
の
緊
密
は
其
結
果

こ
し
て
結
合
を
の
み
焦

'
る
奮

云
ム
に
必

令
し
岩

さ
う
で
な

い

の
と
趣

を
同

じ
く
す

る
。
既

存

の
親

密

な
る
結
合

は
往

々
反

謝

を
じ

て
最

も
激

烈

な
ら
し
め
.

一
る
事
が
あ

る
▼

親
戚
問

に
生
じ

た
る

不
和

の
如

き
は

其

}
例

で
あ

る
。

之

と
同

じ
¢

職
孚

は
強

き
反
封

で
あ
り

乍
ら
往
々
其
結
末
に
於

て
結
合
を
生
む
事
が
あ
り
得

る
。

芳

に
於
て
戦
争
に
よ
り
相
互
の
接
鯛
が
増
し
其
間
に

一
多
少
新
な
る
理
解
を
生
キ
る
事
も
あ
ら
う
、
.叉
他
方

の
屈
服
に
よ
り
て
哀
憐
の
情

を
生

じ
或
は
他
方

の
優
越
に
毀

し
愈
敬

の
念
を
生
寄

る
事
も
あ
ら
う
。
特
に
注
意
す
可
き
は
、
個
人
間
に
於
て
も
暴
行
が
憤
怒
の
　念
を
散

ぜ
し
め

.

る
が
如
一
、
戦
争
は
国
家
的
憤
怒
相
互
的
撤
封
の
念

の
獲
散

の
絶
好
な
る
機
會
で
あ

る
・
此
獲
散

の
途
を
見
出
す

歪

よ
り
て
摺

の
反
射
の
減
少
・
得
可
垂

、
新
な
・
馨

の
準
備
せ
ら
れ
響

き
車
借

然
の
勢
蕩

・
。

一
此

の
如
く
考

へ
来
れ
ば
、
戦
争
其
物

の
結
末
が
常
に
必
ず
反
動
の
襲
亦
で
あ
る
可
き
道
理
は
な
い
様

に
思
ふ
。
種

…

蕗

綜
芸

事
情
に
去

て
雑
多
な
・
結
末
を
見
・
芸

ふ
の
鐘

塑

正
要

る
見
方
で
は
あ
る
ま
い
か
・
果

論

説

戦
争
ピ
文
化

(
[
)
.

.

第
八
巻

〔第

}
號
.

二
三
)

二
三

「



論

説

牌
事
ε
文
化
(
ご
.

第
八
巻

(第
一
號

二
四
》

二
四

…
し
て
撚
り
こ
す
れ
ば
、
戦
争

が
其
結
末
に
齎
す
新
し
き
就
會
的
關
係
を
通
し
て
、
間
接
に
文
化

の
獲
達
に
如
何
な

畜
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
決
し
て

一
概
に
論
じ
去

る
事
を
得
な
い
複
雑
な
る
問
題

で
あ
る
。
藪
に
於

て
吾
人
は
問
題

一
を
簡
要

ら
し
め
ん
が
優

此
戦
争
の
葉

に
生
事
る
蕃

的
關
係
の
結
峯

し
て
来
る
文
化
鍵

動
を
顧
慮
の

外
に
低
き
だ
い
ご
思
ふ
、
換
言
す
れ
ば
臓
与

の
終
了
後
に
氷
る
其
結
耽
的
結
果

の
文
化
獲
達

に
及
ぼ
す
作
用
を
看

渦

し
起
い
。
從

ひ
て
吾
人

の
周
題
は
戦
争
其
物
並

び
に
載
孚

の
準
備
状
態
が
そ
れ
自
膿
文
化
獲
達

の
よ
に
如
何
な

…
る
影
響
を
及
腰
す
か
ご
云
ふ
事
ご
菰
る
の
で
あ

る
、
云
は
ゴ
戦
争

の
文
化
忙
及
慨
す
直
揚
的
影
響
如
何

の
問
題
で

あ

る
。

「

,

…
.

=
一
.
.
.
.

、

…、馨

の
琵

に
及
ぼ
露

響
如
何
・
此
復
讐

る
問
題
を
塑

化
レ
て
吾
人
・
之
象

の
袈

も
雪

数
・
な
・

.

即
ち
近
代
交
明
國

の
戦
争

が
其
準
備
　状
態
井
に
戦
争
自
賠
…
の
直
接

な
る
作
用

と
し
て
文
化
内
容

の
増
加
に
如
9何
な

τ
影
響
を
及
ぼ
す
奮

云
ふ
問
題
児
で
あ
・
。
撚
れ
竃

、
吾
人
は
此
の
如
薩

局
せ
ら
れ
た
み
問
題
鋳

し
て

…
も
・
明
・
暴

れ
・
二
・
擬

か
芝

露

察
・
な
け
れ
ば
此
影
響
・
羅

・
認
・
讐

患

ふ
.

"
・
心
繧
.

…
會
學
的
ご
も
云
ふ
可
き
見
方
で
あ
る
。
戦
争
は
交
戦
團
鵬
問
に
行
は
る
＼

一
種

の
.心
的
相
互
作
用

こ
し
て
他

の
肚

…
會
現
象
ご
同
じ
く
其
本
質
上
畢
竟
心
理
的

の
も

の
で
あ

る
、
文
化

の
獲
達
も
勿
論
心
理
的
な
る
事
象
で
あ
る
。
.沿

理
的
な
る
戦
争

は
等
し
く
心
理
的

な
る
文
化

の
獲
蓬

の
上
に
、
何
等
.恥
理
的
な
ら
ざ
る
因
子

の
仲
介
を
要
す
る
事

無

く
し
て
、
直
接

に
影
響
を
及
ぼ
.す
事
は
否
み
難

い
。
此
全
然
.心
理
的
な
る
平
面
に
於

て
戦
争

が
直
接
に
文
化

の

.

止
に
及
撃

影
響
の
考
繁

澗
題
の
塔
解
の
爲
に
心
妻

る
習

云
ふ
迄
も
無
き
事
で
あ
み
。
面
し
ズ
此
分
察
鳳

〆



一
皿
対
象

の
性
質
上
.心
理
的
因
子

の
作
用
を
中
.心
と
し
て
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こ
れ
吾
人
が
之
を
老
け
て
心
理
肚

.

會
學
的
見
方
ご
云
ふ
所
以
で
あ
る
。
他

の

一
の
見
方
は
今
假

に
名
け
て
生
物
肚
會
學
的
見
方

ご
云
ひ
旋
い
。
文
化

…
の
獲
達
は
心
理
的
な
る
事
象
で
は
あ
る
が
、
生
物
學
的
因
子
に
よ
り
て
制
約
せ
ら
る
》
事
は
明
白
で
あ
る
。
戦
争

宿

人
日
の
質
及
び
量
ご
云
ふ
生
物
的
因
子

の
上
に
作
用
し
之
を
通
じ
て
ま
投
文
化
の
獲
達
に
影
響
を
及
ぼ
し
得

る　

一
一

む

の
で
あ
ろ
が
馬
こ
は
云
は

ゴ
戦
争
が
心
理
的
な
る
箏
面
内

に
於
て
文
化

の
上
に
作
用
を
傳
困
る
の
で
は
な

く
、

　
他

の
生
物
釣
竿
面

の
上
に
作
用
し
其
結
果

ご
し
て
ま
穴
心
理
的
雫
面
上
の
文
化

に
影
響
が
及

び
来
る
8
認
む
可
き

で
あ
ら
う
。
仲
介
者
が
生
物
的
事
象
で
あ
る
爲
に
北
極

の
影
響
の
考
察
に
は
常

に
戦
箏

に
基
く
生
物
的
因
子
に
於

け
る
愛
動
如
何
を
先
づ
明
に
し
、
次
に
そ
が
文
化
の
上

に
及
ぼ
す
影
響
如
何
を
見

る
ご
云
ふ
順
序
を
冠
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ね
。
從

ひ
一て
其
際
生
物
學
的
智
識

の
参
照
は
不
可
峡

の
事
で
あ

る
、
此
見
方
を
生
物
肚
會
學
的
見
方
ご
云

,

ふ
所
以
は
比
熱

に
存
す
る
。

戦
争
が
文
化

の
上
に
影
響

を
及
ぼ
す
方
向
叉
は
道
行
に
は
前
掲

の
二
つ
の
も

の
が
あ

る
以
上
、
二
種

の
見
方

は
旨

諮

。
。
、
攣

る
彊

ゆ
・
。
.
五、人
箋

房

謂
応
護

箪

的
見
方
か
昆

問
題
を
考
察
レ
菱

塗

物

肚
會
學
的
見
方

に
轄

じ
投
い
。
此
順
序

に
は
全
然
何
等
の
意
義
も
な
い
事
を

一
害
断
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
四一

「心
理
肚
會
學
的
見
方
か
ら
は
先
づ
次
の
諸
黙

に
眼
を
注
ぎ
尭
い
ご
思
ふ
。
第

}
に
は
戦
争
及
び
其
準
備
擬
態
が

人
力
財
力
、
其
他

の
肚
會
の
勢
力
を
所
謂
軍
事
的
な
る
特
殊

の
活
動
に
世
ぐ
、
此
事
實
が
文
化

の
獲
達
の
上
に
如

何
な
る
影
響
を
有
す

る
か
、
第
二
に
は
戦
争
及
び
其
準
備
歌
態
は
軍
事
的
活
動
に
直
接
参
加
す
る
事
無
き

一
般
肚

論
.
説

戦
争
ぜ、文
化
(
[
}

,

第
八
巻
・
〔第
一號

二
五
)

二
五

,



論

説

戦
争

ε
曳
化

工

)

・

第
八
拳

(
篁

號

二
六
)

二
六　

一
曹

の
組
織
肚
會
的
關
係
の
上
に
攣
動
を
及
ぼ
し
、
此
鍵
動
が
ま
た
文
化

の
獲
達
に
作
用
す
る
、
此
作
用

の
内
容
如
.

一
価
。
吾
人
は
先

づ
第

一
の
黙
に
考
察
を
加

へ
な
い
。

…

馨

が
蓼

な
・
勢

を
畢

的
活
動
の
状
態
に
置
泰

よ
り
筆

・
影
響
は
ま
蓮

を
二
野

ち
考
.へ
得
ら

　
れ
る
。
其

一
は
戦
争

&
云
ふ
破
壊
的
活
動
が
文
化

の
蛮
達
に
及
腰
す
影
響
で
あ

っ
て
。
其
二
鳳
種
々
な

る
勢
力
が

一
文
化
的
活
動

の
範
囲
か
ら
軍
事
的
活
動

の
中
に
吸
牧
せ
ち
る
」
事
よ
り
生
す
る
文
化
的
結
果

で
あ
る
。
云
は

穿
前

葎

戦
争
が
此
道
行
に
吉

妄

化
に
及
ぼ
す
影
響
の
積
極
的
な
・
も
の
で
、
後
吾

蓋

極
的
な

「る
も
の
覚　

一
る

可

き

で

あ

ら

う

。

'

…

戦
争

が
破
壊
的
活
動
と
し
て
文
化

の
上
に
及
ぼ
す
影
響
は
明
白
で
あ
る
、
戦
争

に
よ
る
人
命
破
壊
は
藪
に
論
じ

…
な
い
、
冷
眼
を
注
が
ん
こ
す
る
は
物
質

の
上
に
及
ぼ
す
破
壊
作
用
で
あ

る
。
此
彼
壌
作
用
は

一
方
に
於
て
物
質
的

…
文
化
内
容
即
ら
経
済
的
財

の
清
失
を
意
味
し
他
方
に
於
て
心
的
文
化
内
容

の
減
耗
を
意
味
す
る
。
.戦
争
に
よ
り
て

一
生
す

る
銃
砲
・
弾
藥
・
馬
匹
、
城
塞
、
.艦
艇
其
他

の
攻
防
要
具

の
消
失

に
就

い
て
は
説
這

も
無

い
。
軍
事
以
外

　
の
用
に
供
せ
ら
盈

富
の
破
壊
特
に
資
本
財

の
破
壊
は
常

に
必
ず
戦
争

に
俘

ひ
來
る
事
象
考

る
。
砲
弾
に
よ
り

て
破
壊
せ
ら
れ
、
兵
火
に
よ
り
て
焼
か
れ
其
他
遺
棄
撃
沈
せ
ら
る
翼
事
物
の
種
類
は
敷

へ
盤
す
可
く
も
な
い
。
特

一
に
此
破
壊
が
従
前
の
如
く
輩
に
兵
火
相
見
え
る
職
場
に
限
ら
れ
ず
し
て
、
航
空
機
潜
水
艇

の
獲
達

ご
共
に
海
陸

の

あ

ら
ゆ
・
地
熱
に
振
太
し
蘇
れ
・
事
窪

目
播

す
・
。
而
し
て
此
唐

綴

は
萎

毘

房

破
籍

。
に
止

-ま
ら
す
し
て
同
時
に
ま
な
心
的
文
化
内
容

の
破
壊

た
る
事
が
多
い
。
国
民
の
宗
敏
的
信
念
、
藝
術
的
趣
味
、
道
徳

…
的
信
悠
科
學
的
智
識

`
云
ふ
如
き
文
化
内
容
は
そ
れ
自
艦
心
理
的

の
も
の
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
常

に
斬
蘇

物
に



…

纏

隻

。
観

化
せ
、
れ
居
。
、
。
で
あ
る
.
此
箸

外
物
髭

等
・
内
容
を
個
人
・
意
識
観

窪

む
縷

一
を
な
す
も

の
で
あ
っ
て
所
謂
精
神
的
文
化

の
存
続
は
此
吹
き
込
ぴ
作
用
,の
不
断

な
る
が
故
な
り
&
も

考

へ
ら

る

…
る
。
此
意
味
に
於

て

}
国
民

の
文
化
の
著

し
き
部
分
は
其
殿
堂
に
存
し
寺
院
に
存

し
、
美
術
館
博
物
舘
圖
書
舗

に

存
す
ご
云
ひ
得

ら
れ
よ
う
。
然

ら
ば
無
数

の
壮
麗
菰
る
建
物

の
破
壊
、
優
秀
な
る
藝
術
品
の
破
壊
は
或
程
度
ま
で

宗
激
藝
街
道
穏
等

の
文
化
内
容
其
物

の
損
耗
を
意
味
す
ど
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
此
等
の
破
壊
に
よ
る
犠
牲
は

　二交
戦

国
何
れ
も

之
を
負
撫

す

る
を
常

こ
す

る
が
、
最

も

多
ζ
い
何
れ

の
国
民

の
上

に
蕗

つ
る
や
.&
云
は

y
戦
敗
者

で

穿

。
中
歯

が
養

磐

妥

垂

・
あ
粂

そ
れ
は
例
外
で
・
ら
う
・
舞

に
せ
よ
・
此
損
耗
は
輩

馨

.

醐
を
蒙

る
も
の

麦

化

の
高
き
程
著
し
い
。
勝
者
敗
者

の
何
れ
の
文
化
が
獲
達

の
高
き
段
階

に
あ
る
も

の
か
は
重

要
な
る
問
題
で
あ
る
が
其
考
察
を
生
物
「肛
會
學
的
考
察

の
場
合
に
譲

る
。

戦
争

の
此
破
壊
的
活
動
に
よ
る
影
響
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
割
合
に
、
他

の
道
行
に
よ
る
影
響

に
比
し
て
左
程

重
大
で
な
い
。
軍
事
的
活
動
が
国
民

の
種

々
な
る
勢
力
を
吸
散
す
る
事
よ
ゆ
生
ナ
る
所
謂
消
極
的
影
響
は
特
に
注

意

に
値
す
る
。
此
影
響
は

一
方
に
於
て
常
備
軍
又
は
武
装
的
季
和

の
結
果
ご
し
て
他
方
に
於

て
は
戦
時
諸
般

の
動　

皿
貝

の
結

果
こ
し

て
考
察

せ
ら

る
」
事

を
要

す
る

ご
思

ふ
。

季
常

亘
人
な

る
軍

隊
及

び
海
軍

力
を
支
持

す

る
事
は

云

ふ
迄
も

薙
ぐ

】
國

に
取
り

て
著

し
き
財

政
上

の
負
櫓

を

意

味

す

る
。
此

等

の
軍
事
費

が
歳

出

の
如

何
に
大

な
る
部

分
を
占

め
た
る
か
、
国
富
及

猷
国
民
所

得

ε
如

何

な

る

割

合
を
保

ち
た

る
か
は
此
戦

前

に
於

て
屡
議
論

せ
ら
れ

だ

る
所

で
、
人

々
は
皆

武
装

的
孕

和

の
費

用

の
如

何

に
大
・

皿
な
る
か
を
充

分
に
知
悉
し
て
居

な

の
で
あ

る
、
而

し
て
此

等

の
費

用

の
大
部

分
は
艦
艇
、
銃

砲
、
弾
薬

、
馬

匹

、

論

説

戦
畢
ε
文
化
(
一
)
.

第
八
巻

(第

「號

一一七
)

二
七

,



論

説

職
争

、、
文
化

(
一
)

第
八
巻

〔第

「
號

二
八
)

二
八

'

纏

秣
、

兵
曹
、

響

具
等
国
民

の
雁

蔑

直

接
に

響

の
關
係
無
き
霧

に
讐

る
藁

を
思
は
な
け
れ
ば

な

鼠

。
若
し
此
等

の
生
産

に
費
さ
れ
た
る

一
団

の
生
産
力
が
其
他

の
事
物
の
生
産
に
向
け
ら
る
Σ
な
ら
ば
國
氏
.

…
の
舞

的
串
幅
は
そ
斐

け

の
鍵

寛

慧

筈
で
あ
・
。
更
に
留
意
す
可
き
は
芋

を
徴
募
し
て
兵
笙

活
を

瞥
ま
し
む
る
事
の
影
響
で
あ
る
。
此
等

の
勢
働
力

の
引
上
げ
に
よ
り
て
生
産
能
力
に
そ
れ
丈

の
損
耗
を
来
す
可
き

事
は
姑
く
説
か
な
い
ご
し
て
も
、
・
な
な
文
化
の
よ
に
数
多

の
影
響
が
及
び
来
る
ご
考

へ
得
ら
れ
る
。
就
學
中
叉
は

.

學
校
を
終

へ
て
も
砒
會
の
責
務

の
練
習
僅

に
薄

就
け

る
謄

於
て

一
年
乃
至
三
年
の
丘
薔

生
活
を
警
み
・
修
業

　の
時
期
を
中
断
せ
ら
る
あ

み
な
ら
す
、
其
間
文
化
内
容
の
追
求
ご
は
全

一
異
な
れ
る
活
動

に
没
頭
し
な
け
れ
ば

な

ら
ぬ
。
国
民

の
學
問
的
、
藝
術
的
、宗
激
的
能
力

の
獲
展
は
幾
分
な
り
こ
も
阻
碍
せ
ら
る
」
事
に
疑
を
挟
む
飴
地

一
は
あ
る
ま
い
。
ま
血
多
敬
の
壮
丁
に
於
て
は
夢
助
上
に
必
要
な
る
技
術
的
練
習
其
他
職
業
に
必
要
な
る
習
得
の
妨

げ

ら
る
あ

も
明
白
で
あ
る
。
此
等

の
影
響
は
よ
し
計
数
を
以
て
精
確
に
表
示
し
讐

に
も
せ
よ
・
其
存
在
す
る

証

雪

餅

の
無
い
憂

患

ふ
。
兵
笙

活
が
讐

姦

健
な
ら
し
め
・
器

・
克
己
・
服
從

の
美
徳
を
養

.

ふ
ご
云
ふ
も
そ
が
文
化

の
嚢
達
士
果
し
て
良
好

の
結
果
を
奏
し
得
る
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
隔

晩
ん
や
禮
格

の
改

.

善
は
必
ヰ
し
も
軍
隊

に
俟

つ
も
の
に
あ
る
ま
じ
く
、
ま
た
県
警
生
活
が
淫
靡

の
風
に
威
架
せ
し
め
る
事

の
頻
繁

な

る
も
争

ひ
難
い
の
で
あ
る
。
兵
管
生
活
に
よ
り
て
都
市
集
中

の
勢

の
助
長
せ
ら
る

、
事
馬
長
管
生
活
が
両面
要

の
集

中
統

一
を
来
す
事
に
よ
り
て

一
国
の
生
産
力
に
多
少
都
合
よ
き
影
響
を
輿

へ
得

る
事
も
あ
ら
う
が
、
そ
は
別
に
重

要

の
意
義
を
有
す
る
程
の
事
で
も
な
.い
。

注
意
す
可
き
は
戦
時
に
於
け
る
動
員
で
あ
る
。
こ
れ
が
文
化

の
よ
に
及
ぼ
す
影
響
は
武
装
的
干
柿

の
作
用
の
大



」
仕
掛

に
し
て
程
度
の
激
烈
な
る
・b
の
と
見

て
差
支
は
な
い
。
活
動
力

の
中
心
を
成
せ
る
年
齢

の
も
の
、
大
牢
を
戦　

{場
に
奪
ふ
事
は
そ
れ
自
鵬
が
既

に
精
神
的
文
化
に
封
ず
る
打
撃

で
あ

る
。
科
學
も
、
藝
循
も
、
宗
漱
も
、
漱
育
も

り

「
其
多
藪
の
徒
事
者
殊
に
活
魚
ご
猫
創
力

ご
に
富
む
で
居

る
人
々

の
多
数
を
戦
場
に
送

る
事
に
よ
り
て
、
其
獲
蓮
は

-

一
當
然
に
阻
止

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
、
呪
ん
や
後
に
誘
く
所

の
道
行

に
よ
り
戦
争

が
創
造
的
活
動

の
自
由
を
束
縛

亨

・
事
著
し
き
儀

て
を
や
で
あ
・
。
黍

馨

が
小
仕
掛
・
・
間
髪

種
・
影
響
は
微
弱
で
あ
る
芸

ひ
得
ら

る
・
で
あ
ら
う
、
そ
れ
は
此
等

の
文
化
的
活
動
に
於
け
後

秀
星

理
的
強
健

の
程
度

と
の
間
に
多
ケ
逆
行

の
關

.

係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
戦
争

の
規
模
人
な
る
事
此
度

の
戦
争

の
如
く
な
る
に
及

べ
ば
此
道
行
を
通
じ
て
精

赫

的
文
化

の
蒙
る
悲
観
的
影
響
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
殊
に
職
事
が
精
神
的
文
化

の
優
秀
な
る
代
表
者
支
持
者

寵

封

し
て
其
活
動
を
中
漸
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
其
生
命
を
奪
ふ
に
至
り
て
は
永
久
に
償
は
れ
ざ

る
損
失
で
あ

一

ぢ

。
馨

薗

内
に
鬱

す
。
も
の
Σ
死
奉

を
高
・
る
事
高

墜

・。
影
響
を
有
す
・
・
で
あ
・
が
、
そ
れ
は

後
に
説
く
事
に
す
る
。
軼
事

に
よ
る
極
め
て
廣
義

の
動
員
が
.物
質
的
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
は
更
に
明
白
で
あ
る
。皿

…
勢
働
力

の
大
宇
は
召
集

の
名

の
下
に
、
互
額

の
資
本
鳳
租
税
、
公
債
、
寄
附

の
形
に
於

て
経
済
界
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
國
内

一
般
の
需
要
は
減
退
す
る
、
或
は
危
険
と
破
壊

こ
の
爲
に
或
は
汽
船
鐵
道
導

の
軍
用
徴
獲

の
爲
に
交
通

機
關

は
著

し
く
其
作
用
を
停
止
す
る
、
此
等

の
事
實
は
當
然

に
生
産
力

の
阻
碍

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
残

存

し
た
る
生
産
力
ご
て
も
其
著
し
き
部
分
は
軍
需
品

の
方
向
に
向
け
ら
妻

に
於
て
億
、
国
民

一
般

の
物
質
的
幸

…
幅
は
盆
損
失
を
蒙

る
羅
で
あ

る
。
勿
論
交
戦
國
に
於
け

る
多
数

の
職
孚
成
金
の
獲
生
は
此
議
論
を
否
定
す
る
如
く

逸

見
え
て
然
第

、
こ
は
馨

に
於
け
る
聾

の
空
前
の
震

利
得
の
不
傘

な
桑

中
が
星

じ
牙

現
象
で

一論

就

職
書

籍

^
ご

、

、
.

第
入
巻
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.
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事
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化
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三
Q

一
國
民

の
富

の
増
殖
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
而
し
て
吾
人
は
此
物
質
的
文
化

の
損
害
が
間
接
に
精
瀞
的
文
化

の
上
に
影
響
を
及
ぼ
し

つ
N
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
ご
思
ふ
。

二
種

の
文
化
は
結
肚
生
活

の
二
見

で
あ

る
が
、
物
質
的
文
化
は
云
は

ゴ
長
兄
で
精
,神
的
文
化
は
幼
児
で
あ
る
、

.

前
者

の
助
力
な
く
し
て
後
者
は
充
分
の
獲
達
を
遂
げ
得
な
い
り
叉
警

へ
ば
、
二
者
は
耽
會
ご
云
ふ
同

「
地
盤
よ
り

.

生
じ
出
つ
る
作
物
孟
緑
肥
ご
の
や
う
で
あ

る
。
作
物
帥
精
碗
的
文
化
が
美
し
く
花
さ
き
實

る
に
は
、
緑
肥
な
る
物

.

質
的
文
化
が
之
に
俘

ひ
て
充
分
に
榮

え
る
事
を
要

す
る
。
勿
論
物
質
的
生
産

の
獲
達
は
自
然
科
學
の
酸
達

に
負
ふ

で

あ
ら
う
、
し
か
し
、
自
然
科
學

の
獲
達
は
前
者

の
嚢
達
助
力
な
く
し
て
行
は
れ
得
な
い
。
富
の
集
積

に
伸

ひ
來
る

.

獲
明
新
案

の
刺
激
、
研
究

の
材
料

ご
設
備
ご
の
豊
富
な
る
用
意
、
困
民

の
助
力
ご
注
意

ε
の
富
に
向

ふ
集
中
、
此

等

の
冤

の
な
く
ば
自
然
科
學

の
進
歩
も
存
在
し
な
か
つ
な
で
あ
ら
う
。
か
く
て
経
済
的
獲
達
は
自
然
科
學

の
獲
達

…
を
産

め
る
の
み
な
ら
季
、
其
他

の
精
神
的
文
化

の
蛮
達
に
,射
し
て
も

一
方
直
接
に
其
獲
達
の
條
件
を
な
す
こ
ご
に

.

よ
り
、
他
方
自
然
科
學

の
力
を
通
し
て
、
決
定
的

な
る
影
響
を
與

へ
た
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
精
神
的
文
化

.

も
物
質
的
文
化

の
獲
達
に
俘

ひ
て
の
み
長
く
獲
達
す
る
可
能
を
藏
し
、
然
ら
ざ
る
時
は
停
滞
を
免
れ
な
い
。
こ
れ

…
は
粗
雑
な

皿
般
論
で
あ
る
が
、
此
關
係
は
常
に
戦
争

の
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。
中
に
も
戦
争

に
投
ぜ
ら

る
玉
費

用

の
爲
に
研
究

の
設
備
特
に
國
家
的
設
備

の
充
分
な
り
得
ざ
る
事
、
交
通

の
阻
碍
生
産

の
減
少
の
爲
に
研
究

の
材

一
料

の
豊
富

な
り
得
ざ
る
事

は
著
し
く
交
戦
国
の
自
然
科
學
的
獲
達
を
妨
げ
て
居

る
ご
思
ふ
。
藝
術

こ
ご
に
造
形
藝一

…
術
が
同
様
に
し
て
蒙
れ
る
打
撃
も
少
く
は
あ
る
ま

い
。
勿
論
吾
人
は
戦
争

が
他
方
.に
於
て
文
化

の
上
に
多
少
の
助

長
的
作
用
を
管
む
で
居

る
事
を
忘
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
戦
争

の
刺
激
と
必
要
ご
に
よ
り
て
科
學
、
藝
術
、
宗
激
一



」等

の
方
面
に
新

な
る
展
開
の
試
み
ら
れ
な
る
事
は
充

分
に
之
を
認

め
る
。
例
.へ
ば
種
々
な
る
武
盟

②
獲
達
億
載
孚
.

　
を
離
れ
て
何

の
意
味
を
も
有
し
な
い
が
、
其
獲
達
が
同
時
に
ま
な
有
用

な
る
事
物

の
獲
達
.で
あ
る
こ
ε
も
あ
る
ρ

一

言

の
航
毒

、
潜
水
艇
、
舳
…線
電
信
等
の
需

完
成
が
馨

の
爲
に
助
長
せ
ら
巽

垂

も
著
し
い
で
あ
雪

天

薬
毒
死
期
等
に
關
す
る
胚
死

の
研
究

が
理
化
量
的
方
面
に
新
獲
見
を
齎
さ
な
い
ご
娠
限
る
ま
い
。
ま
た
戦
争

に

　

観

て
之
垂

題
手

・
戦
要

撃
、懇

、演
劇
窺

陰

阜

、
馨

・
　

・
宗
欝

信
念
・
特
・
高
言

一
束

る
事

な
ざ
も
、
否

定
せ
ら

る
》
事
を
得
ま

い
。
併

レ
大

艦

に
於

て

こ
れ
ら
は

、
雫

素

一
般
文
化
的
活

動

に
向
け

一
ら
れ
え

る
勢
力

の
僅

に

一
部

分
が
職
事

に
關

係
あ

る
文
化

方
面

に
向
け

ら
れ
な

る
よ

り
生

じ
な

る
事
實

に
過

ぎ

な

一
い
.
。

、
る
彼
勢

。
大
部
分
。
駆
り
て
舞

。
蛋

す
る
事
よ
り
集

る
損
失
を
償

ひ
得
可
・
理
由
は
存
在
し

一

な

い

の

で

あ

る

。
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